
巨 石 文 化 の 国 際 会 議

韓国漢陽大学校の金乗模教授から、ユネスコ主催でのシンポジュームを開催するので、会議

に出席 しないかという手紙を受け取ったのは、ちょうど共通一次試験の日であった。それによ

ると、2月25日 から4日 間ソウルで、アジア各国の学者を招聰 し、巨石文化の諸相 を検討 して

相互の共通点 を探 り出そうとする企画であり、私に日本の巨石文化につき発表してほしいとの

ことであった。巨石文化 というのは文字通 り大 きな石を使って墓や記念碑 を建造するものであ

り、エ ジプ トのピラミッドやオベ リスク、ヨーロッパの ドルメンなどが著名である。ナ ター

シャ ・キンスキー主演で映画化された トーマス ・ハーディーの小詳 「テス」の最後の場面、夕

日にシルエットで浮かぶ石造建造物 といったほうが、普通の人にはわか りやすいかもしれない。

アジア各地にもこれと同様な建築物があり、日本にも小規模なが ら九州と東日本にみることが

で きる。

日本をはじめ東 アジア各地の墓は地下に構築され、また地上につ くられる古墳 も土や石で覆

われて全体を見通せないのに対 して、大 きなむき出しの石が、地上に高 く浮き出ている姿にな

んともいえぬ魅力 を感 じ、大学院生の頃から東 アジアの支石墓につ き研究を行い、それについ

ての論考 も少々発表 したことがあった。それが金教授の眼にとまったのであろうか。学年末の

試験やその他 もろもろの雑用の傍 ら少 しずつ資料 を集め、スライ ドを作成 し、慣れぬタイプを

打って15ペ ージほどの原稿を作ったのは2月 中頃、言語学の縄田教授 に添削を御願いするとと

もに、教授から国際会議についてあれこれとレクチャーをうけて、 ともか くも2月25日 に熊本

を発つことができた。

2月 下旬 ともなると韓国は寒さの緩む頃と思っていたので、さほどの防寒の準備はしていか

なかったのだが、例の大寒波に遭遇 した。寒波といっても日本の比ではない。なんと零下17℃

でそれに極端 に乾燥 しているので、切 りつけられるように寒さが肌に食い込むのである。それ

にビルの谷風が伴 うので両耳がちぎれて飛んでゆきそうな感 じす らしたのであった。 もっとも、

会議は最高級のホテルの中で行われたので、夜間の会場を移動する以外は、まったく快適その

ものであった。

会議は25日 の朝か らすでに開始されており、ソウル到着後、昼食 もそこそこに会議に出席 し

た。午後はインド考古局のサーカー教授 とマ レーシアのチャンドーラ教授の発表があった。と

ころが悲しいかな、平素からヒアリングなどまった く意に介 していなかったために、 レジメを

みながらやっと理解で きる程度であ り、発表前に各人が述べる口上などは、まった く聞き取れ
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ない状態 であ った。翌26日 は朝か ら私の発表。出発前縄 田教授か ら聞いてい たこ とを思 い出 し

なが ら、 こうい う機 会 に発 表で きるこ とは大変嬉 しい と前置 きして、い きな り本文 にはい った。

発表 は40分 ほ ど。そ の後60分 ほ どはス ライ ドの説明。 このスライ ドの説 明が大変困 った。 とい

うのは 口頭発表 の場合、時 々原稿 に眼 をや ることがで きるが、ス ライ ド上映 中はまった くの場

当 た りの説明 。それ に日本 の考古学研 究 は世界で も最高水準 をゆ くため、特殊 に発 達 した 日本

語独特 の表現 が多 くあって、 なか なか英訳 し難いのである。ス ライ ド説明が途切れ るとす ぐ次

のシー ンに変 え られ る。そ こで また うろたえる、 とい う有様 であ った。 それで もコー ヒー ・ブ

レイクの、サ ー カー教 授が 「パー フェク ト・イングリッシュ」 とほめて くれ て、 あれ これ と意

見 を交換す る うちに、や っとどうにか英語で意思 を通 じることがで きる ようになって きた。

アジア各地 の学者 の多 くは、たいてい4、5年 イギ リスや アメリカに留学 して博 士の学位 を

取得 す るか ら、ほ とん どなにの抵抗 もな く会話 がで きる。そ して大学教授 ともなれ ば2、3ヶ

国語 を話せ るのがあた りまえと思われてい るために、逆 に英語が話せ ないのが不思議 な くらい

に しか思 われていない。 ところが我 々が受けて きた教育は、 まず、話す こ とよ りも1ヶ 国語 で

も多 く読み取 り、学 国の研 究者 の考 え方 を身 につけるこ とに主眼が置 かれていたので、 どうも

話 す ことは苦手 で、苦痛す ら感 じるのが実情 である。

27日 には一 日中江華 島の支石墓 を初 め とする先史時代 の遺跡 を訪 れ、遺物や遺構 をみなが ら

あれ これ と意見 を交換 する ことがで きた。 この ときにはもう、軽 い冗談 を言 うことがで きる よ

うにな り、お互 いに普段 とは違 った人柄 を知るこ とがで きる ようになって きた。

国際会議 に招待 され発表 を行 い、 また夜 ごと、最高級 のホテルでのフル コースのデ ィナーに

あず かる とはまった く予想 だに していなかったが、 どうにか役 目を終 え、今度 は フランスか ら

招待 されないか と思 うこの頃である。
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